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Chapter17 電気通信利用役務の提供及び特定役務の提供 
 

問 題 １ 

 

 

 

 

問 題 ２ 

 

 

 

 

問 題 ３ 

 

 

 

 

問 題 ４ 

 

⒈ 課税標準額 

 

 

 

 

 

 

⒉ 課税標準額に対する消費税額 
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２ 

 

問 題 ５ 

 

⒈ 課税標準額 

 

 

 

 

 

 

⒉ 課税標準額に対する消費税額 

 

 

 

問 題 ６ 

 

⒈ 控除対象仕入税額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

３ 

問題６（続き） 

 

 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 

 

問 題 ７ 

 

⒈ 控除対象仕入税額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 
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２ 

 

問 題 ５ 

 

⒈ 課税標準額 

 

 

 

 

 

 

⒉ 課税標準額に対する消費税額 

 

 

 

問 題 ６ 

 

⒈ 控除対象仕入税額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

３ 

問題６（続き） 

 

 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 

 

問 題 ７ 

 

⒈ 控除対象仕入税額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 
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４ 

問題７（続き） 

 

 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 

 

 

 

５ 

問 題 ８ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区  分 金  額 計  算  過  程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

   

   

   

   

   

   

   

課税標準額に対

する消費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区  分 金  額 計  算  過  程 

課 税 売 上 割 合 
      

      
  

〔課税売上割合の計算〕 
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４ 

問題７（続き） 

 

 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 

 

 

 

５ 

問 題 ８ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区  分 金  額 計  算  過  程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

   

   

   

   

   

   

   

課税標準額に対

する消費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区  分 金  額 計  算  過  程 

課 税 売 上 割 合 
      

      
  

〔課税売上割合の計算〕 
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６ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区  分 金  額 計  算  過  程 

控除対象仕入税額 円 〔控除対象仕入税額の計算〕 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

  

７ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区  分 金  額 計  算  過  程 

売上げの返還等

対価に係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

控 除 税 額 小 計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

 

Ⅲ 差引税額の計算 

区  分 金  額 計  算  過  程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

 

Ⅳ 納付税額の計算 

区  分 金  額 計  算  過  程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 
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６ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区  分 金  額 計  算  過  程 

控除対象仕入税額 円 〔控除対象仕入税額の計算〕 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

  

７ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区  分 金  額 計  算  過  程 

売上げの返還等

対価に係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

控 除 税 額 小 計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

 

Ⅲ 差引税額の計算 

区  分 金  額 計  算  過  程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

 

Ⅳ 納付税額の計算 

区  分 金  額 計  算  過  程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 
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８ 

Chapter18 非課税資産の輸出等 
 

問 題 １ 

 

 

 

 

問 題 ２ 

 

⒈ 課税売上割合 

 ⑴ 課税売上高 

 

 ⑵ 非課税資産の輸出売上高 

 

 ⑶ 非課税売上高 

 

 

 ⑷ 課税売上割合 

 

 

⒉ 控除対象仕入税額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

次頁へ続く 

９ 

問題２（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 
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８ 

Chapter18 非課税資産の輸出等 
 

問 題 １ 

 

 

 

 

問 題 ２ 

 

⒈ 課税売上割合 

 ⑴ 課税売上高 

 

 ⑵ 非課税資産の輸出売上高 

 

 ⑶ 非課税売上高 

 

 

 ⑷ 課税売上割合 

 

 

⒉ 控除対象仕入税額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

次頁へ続く 

９ 

問題２（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 
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１０ 

 

問 題 ３ 

 

⒈ 課税売上割合 

 ⑴ 課税売上高 

 

 

 ⑵ 自己使用資産の輸出売上高 

 

 ⑶ 非課税売上高 

 

 ⑷ 課税売上割合 

 

 

⒉ 控除対象仕入税額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

１１ 

問題３（続き） 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 

 

 

 

問 題 ４ 

 

⒈ 課税売上割合 

 ⑴ 課税売上高 

 

 

 

 

 ⑵ 非課税資産の輸出売上高等 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 
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１０ 

 

問 題 ３ 

 

⒈ 課税売上割合 

 ⑴ 課税売上高 

 

 

 ⑵ 自己使用資産の輸出売上高 

 

 ⑶ 非課税売上高 

 

 ⑷ 課税売上割合 

 

 

⒉ 控除対象仕入税額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

１１ 

問題３（続き） 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 

 

 

 

問 題 ４ 

 

⒈ 課税売上割合 

 ⑴ 課税売上高 

 

 

 

 

 ⑵ 非課税資産の輸出売上高等 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 
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１２ 

問題４（続き） 

 ⑶ 非課税売上高 

 

 

 ⑷ 課税売上割合 

 

 

⒉ 控除対象仕入税額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

１３ 

問題４（続き） 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 

 

 

 
 

問 題 ５ 

 

⒈ 課税標準額 

 

 

⒉ 課税標準額に対する消費税額 

 

⒊ 課税売上割合 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 
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１２ 

問題４（続き） 

 ⑶ 非課税売上高 

 

 

 ⑷ 課税売上割合 

 

 

⒉ 控除対象仕入税額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

１３ 

問題４（続き） 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 

 

 

 
 

問 題 ５ 

 

⒈ 課税標準額 

 

 

⒉ 課税標準額に対する消費税額 

 

⒊ 課税売上割合 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 
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１４ 

問題５（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 ６ 

 

問１ 

① （  ）  ② （  ）

③ （  ）  ④ （  ）

 

問２ 

①  

②  

③  

 

 

問 題 ７ 

 

１について 
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１５ 

２について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Chapter19 調整対象固定資産 
 

問 題 １ 

 

⑴  

⑵  

⑶  

⑷  

⑸  

⑹  

⑺  

⑻  

⑼  

⑽  
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１７ 

問 題 ３ 

 

問１ 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

 ① 仕入れ等の課税期間における課税売上割合 

 

 ② 通算課税売上割合 

 

 

 ③ 著しい変動の判定 

 

 

 ④ 調整税額 

 

 

 

 

  

１６ 

問 題 ２ 

 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

 ① 仕入れ等の課税期間における課税売上割合 

 

 ② 通算課税売上割合 

 

 

 ③ 著しい変動の判定 

 

 

 ④ 調整税額 
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１７ 

問 題 ３ 

 

問１ 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

 ① 仕入れ等の課税期間における課税売上割合 

 

 ② 通算課税売上割合 

 

 

 ③ 著しい変動の判定 

 

 

 ④ 調整税額 

 

 

 

 

  

１６ 

問 題 ２ 

 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

 ① 仕入れ等の課税期間における課税売上割合 

 

 ② 通算課税売上割合 

 

 

 ③ 著しい変動の判定 

 

 

 ④ 調整税額 
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１９ 

問題３問２（続き） 

 

 

 

  ③ 著しい変動の判定 

 

 

  ④ 調整税額 

 

 

 

⒊ 控除対象仕入税額 

 

 

問 題 ４ 
 

⒈ 課税売上割合の計算 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

１８ 

問２ 

⒈ 仕入れに係る消費税額 

 

⒉ 調整対象固定資産に係る控除税額の調整額 

 ⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 ⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

  ① 仕入れ等の課税期間における課税売上割合 

 

 

 

  ② 通算課税売上割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 
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１９ 

問題３問２（続き） 

 

 

 

  ③ 著しい変動の判定 

 

 

  ④ 調整税額 

 

 

 

⒊ 控除対象仕入税額 

 

 

問 題 ４ 
 

⒈ 課税売上割合の計算 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

１８ 

問２ 

⒈ 仕入れに係る消費税額 

 

⒉ 調整対象固定資産に係る控除税額の調整額 

 ⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 ⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

  ① 仕入れ等の課税期間における課税売上割合 

 

 

 

  ② 通算課税売上割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 
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２１ 

問題４（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

２０ 

問題４（続き） 

⒉ 課税仕入れ等の税額の合計額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 

 

⒊ 調整対象固定資産に係る控除税額の調整額 

 ⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

次頁へ続く 
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２１ 

問題４（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

２０ 

問題４（続き） 

⒉ 課税仕入れ等の税額の合計額 

 ⑴ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 

 

⒊ 調整対象固定資産に係る控除税額の調整額 

 ⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

次頁へ続く 
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２３ 

問題４（続き） 

 

 

 

 

⒋ 控除対象仕入税額 

 

 

問 題 ５ 
 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 

 

 

 

⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

２２ 

問題４（続き） 
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２３ 

問題４（続き） 

 

 

 

 

⒋ 控除対象仕入税額 

 

 

問 題 ５ 
 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 

 

 

 

⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

２２ 

問題４（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 
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２５ 

問 題 ７ 

 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 

 

 

 

⑵ 調整対象固定資産を転用した場合の控除税額の調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２４ 

問題５（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 ６ 

問１ 

① （  ）  ② （  ）  ③ （  ） 

④ （  ）  ⑤ （  ）  ⑥ （  ） 

⑦ （  ）  ⑧ （  ）  ⑨ （  ） 

問２ 
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２５ 

問 題 ７ 

 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 

 

 

 

⑵ 調整対象固定資産を転用した場合の控除税額の調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２４ 

問題５（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 ６ 

問１ 

① （  ）  ② （  ）  ③ （  ） 

④ （  ）  ⑤ （  ）  ⑥ （  ） 

⑦ （  ）  ⑧ （  ）  ⑨ （  ） 

問２ 
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２７ 

問題８問１（続き） 

 

 

 

 

 

 

⒊ 控除対象仕入税額 

 

問２ 

⒈ 仕入れに係る消費税額 

 

⒉ 調整対象固定資産に係る控除税額の調整 

 ⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 ⑵ 調整対象固定資産を転用した場合の控除税額の調整 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

２６ 

問 題 ８ 

問１ 

⒈ 仕入れに係る消費税額 

 

⒉ 調整対象固定資産に係る控除税額の調整 

 ⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 調整対象固定資産を転用した場合の控除税額の調整 
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２７ 

問題８問１（続き） 

 

 

 

 

 

 

⒊ 控除対象仕入税額 

 

問２ 

⒈ 仕入れに係る消費税額 

 

⒉ 調整対象固定資産に係る控除税額の調整 

 ⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 ⑵ 調整対象固定資産を転用した場合の控除税額の調整 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

２６ 

問 題 ８ 

問１ 

⒈ 仕入れに係る消費税額 

 

⒉ 調整対象固定資産に係る控除税額の調整 

 ⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 調整対象固定資産を転用した場合の控除税額の調整 
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２９ 

問題９（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 

 

⒊ 調整対象固定資産に係る控除税額の調整額 

 ⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

２８ 

問題８問２（続き） 

 

 

 

 

 

⒊ 控除対象仕入税額 

 

 

問 題 ９ 
 

⒈ 課税売上割合 

 

 

 

 

 

 

 

⒉ 課税仕入れ等の税額の合計額 

 ⑴ 区分経理及び税額 
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２９ 

問題９（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 個別対応方式 

 

 ⑶ 一括比例配分方式 

 

 ⑷ 有利判定 

 

⒊ 調整対象固定資産に係る控除税額の調整額 

 ⑴ 調整対象固定資産の判定 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

２８ 

問題８問２（続き） 

 

 

 

 

 

⒊ 控除対象仕入税額 

 

 

問 題 ９ 
 

⒈ 課税売上割合 

 

 

 

 

 

 

 

⒉ 課税仕入れ等の税額の合計額 

 ⑴ 区分経理及び税額 
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３１ 

問題９（続き） 

 

 

 

 

 

 ⑶ 調整対象固定資産を転用した場合の控除税額の調整 

 

 

 

 

 ⑷ 調整税額合計 

 

⒋ 控除対象仕入税額 

 

 

 

問題10 

 

問１ 

① （  ）  ② （  ）  ③ （  ） 

④ （  ）  ⑤ （  ）  ⑥ （  ） 

⑦ （  ）  ⑧ （  ）  ⑨ （  ） 

⑩ （  ）  ⑪ （  ）  ⑫ （  ） 

⑬ （  ）  ⑭ （  ）      

３０ 

問題９（続き） 

 ⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 
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３１ 

問題９（続き） 

 

 

 

 

 

 ⑶ 調整対象固定資産を転用した場合の控除税額の調整 

 

 

 

 

 ⑷ 調整税額合計 

 

⒋ 控除対象仕入税額 

 

 

 

問題10 

 

問１ 

① （  ）  ② （  ）  ③ （  ） 

④ （  ）  ⑤ （  ）  ⑥ （  ） 

⑦ （  ）  ⑧ （  ）  ⑨ （  ） 

⑩ （  ）  ⑪ （  ）  ⑫ （  ） 

⑬ （  ）  ⑭ （  ）      

３０ 

問題９（続き） 

 ⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 
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３２ 

問２ 

 

 

 

Chapter20 棚卸資産に係る消費税額の調整 
 

問 題 １ 

 

〔課税仕入れ等の税額の合計額の計算〕 

⑴ 課税売上割合 

 

⑵ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

３３ 

問題１（続き） 

⑶ 個別対応方式 

 

⑷ 一括比例配分方式 

 

⑸ 有利判定 

 

 

問 題 ２ 
 

〔課税仕入れ等の税額の合計額の計算〕 

⑴ 課税売上割合 

 

⑵ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

 32

01-消費税法問題集_答案用紙編通し.indb   32 2018/12/03   12:16:24



３２ 

問２ 

 

 

 

Chapter20 棚卸資産に係る消費税額の調整 
 

問 題 １ 

 

〔課税仕入れ等の税額の合計額の計算〕 

⑴ 課税売上割合 

 

⑵ 区分経理及び税額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

３３ 

問題１（続き） 

⑶ 個別対応方式 

 

⑷ 一括比例配分方式 

 

⑸ 有利判定 

 

 

問 題 ２ 
 

〔課税仕入れ等の税額の合計額の計算〕 

⑴ 課税売上割合 

 

⑵ 区分経理及び税額 
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３４ 

問題２（続き） 

 

 

 

 

 

 

⑶ 個別対応方式 

 

⑷ 一括比例配分方式 

 

⑸ 有利判定 

 

 

問 題 ３ 

 

〔課税売上割合の計算〕 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

３５ 

問題３（続き） 

〔課税仕入れ等の税額の合計額の計算〕 
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３４ 

問題２（続き） 

 

 

 

 

 

 

⑶ 個別対応方式 

 

⑷ 一括比例配分方式 

 

⑸ 有利判定 

 

 

問 題 ３ 

 

〔課税売上割合の計算〕 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ続く 

３５ 

問題３（続き） 

〔課税仕入れ等の税額の合計額の計算〕 
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３６ 

 

問 題 ４ 
 

 

 

 

 

 

問 題 ５ 
 

⑴   

⑵   

⑶  

 

問 題 ６ 
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３７ 

Chapter21 課税期間 
 

問 題 １ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  )     

 

 

問 題 ２ 

 

問１ 

① (  ) ② (  ) 

 

問２ 

⑴ (  ) ～ (  ) 

⑵ (  ) ～ (  ) 

⑶ (  ) ～ (  ) 

 

 

問 題 ３ 

 

問１ 

① (  ) ② (  ) 

 

問２ 

 (  ) ～ (  ) 
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３８ 

問 題 ４ 

 

⑴ (  ) 

⑵ (  ) 

⑶ (  ) 

⑷ (  ) 

 

 

Chapter22 納税地 
 

問 題 １ 

 

⑴  ⑵  ⑶  

⑷  ⑸  ⑹  

 

 

問 題 ２ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

 

 

問 題 ３ 

 

⑴  

⑵  

 

  

３９ 

Chapter23 相続があった場合の納税義務の免除の特例 
 

問 題 １ 

問１ 平成 30 年１月１日～平成 30 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,520,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,806,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  3,980,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

問２ 平成 31 年１月１日～平成 31 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,930,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,936,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  7,930,000 円＋3,050,000 円＝10,980,000 円 

  10,980,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年１月１日～平成 32 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,200,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,292,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  8,200,000 円＋1,550,000 円＝9,750,000 円 

  9,750,000 円 ≦ 10,000,000 円  ∴ 納税義務なし 
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３８ 

問 題 ４ 

 

⑴ (  ) 

⑵ (  ) 

⑶ (  ) 

⑷ (  ) 

 

 

Chapter22 納税地 
 

問 題 １ 

 

⑴  ⑵  ⑶  

⑷  ⑸  ⑹  

 

 

問 題 ２ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

 

 

問 題 ３ 

 

⑴  

⑵  

 

  

３９ 

Chapter23 相続があった場合の納税義務の免除の特例 
 

問 題 １ 

問１ 平成 30 年１月１日～平成 30 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,520,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,806,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  3,980,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

問２ 平成 31 年１月１日～平成 31 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,930,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,936,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  7,930,000 円＋3,050,000 円＝10,980,000 円 

  10,980,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年１月１日～平成 32 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,200,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,292,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  8,200,000 円＋1,550,000 円＝9,750,000 円 

  9,750,000 円 ≦ 10,000,000 円  ∴ 納税義務なし 
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４０ 

問 題 ２ 

問１ 平成 30 年１月１日～平成 30 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,310,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,816,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  10,920,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 平成 30 年 11 月９日から平成 30 年 12 月 31 日までの期間納税義務あり 

問２ 平成 31 年１月１日～平成 31 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,201,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,107,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  7,201,000 円＋6,352,000 円＝13,553,000 円 

  13,553,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年１月１日～平成 32 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,750,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,213,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  7,750,000 円＋2,182,000 円＝9,932,000 円 

  9,932,000 円 ≦ 10,000,000 円  ∴ 納税義務なし 

 

  

４１ 

問４ 平成 33 年１月１日～平成 33 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,836,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,667,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

 

 

問 題 ３ 

 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

 ① （6,600,000 円＋5,500,000 円＋1,148,000 円）－（3,000,000 円 

   ＋2,500,000 円＋500,000 円）＋988,400 円＝8,236,400 円 

 ② 4,410 円 

 ③ ①－②8,231,990 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

 ①イ 6,888,000 円－3,000,000 円＝3,888,000 円 

  ロ 4,941,280 円－320 円＝4,940,960 円 

  ハ イ＋ロ＝8,828,960 円 

 ② 90,250 円 

 ③ ①－②＝8,738,710 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 8,231,990 円 

 ② （15,159,600 円－560 円）－70,800 円＝15,088,240 円 

 ③ ①＋②＝23,320,230 円 

   23,320,230 円 ＞ 10,000,000 円  ∴納税義務あり 
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４０ 

問 題 ２ 

問１ 平成 30 年１月１日～平成 30 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,310,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,816,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  10,920,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 平成 30 年 11 月９日から平成 30 年 12 月 31 日までの期間納税義務あり 

問２ 平成 31 年１月１日～平成 31 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,201,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,107,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  7,201,000 円＋6,352,000 円＝13,553,000 円 

  13,553,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年１月１日～平成 32 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,750,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,213,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

  7,750,000 円＋2,182,000 円＝9,932,000 円 

  9,932,000 円 ≦ 10,000,000 円  ∴ 納税義務なし 

 

  

４１ 

問４ 平成 33 年１月１日～平成 33 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,836,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,667,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

 

 

問 題 ３ 

 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

 ① （6,600,000 円＋5,500,000 円＋1,148,000 円）－（3,000,000 円 

   ＋2,500,000 円＋500,000 円）＋988,400 円＝8,236,400 円 

 ② 4,410 円 

 ③ ①－②8,231,990 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

 ①イ 6,888,000 円－3,000,000 円＝3,888,000 円 

  ロ 4,941,280 円－320 円＝4,940,960 円 

  ハ イ＋ロ＝8,828,960 円 

 ② 90,250 円 

 ③ ①－②＝8,738,710 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 相続があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 8,231,990 円 

 ② （15,159,600 円－560 円）－70,800 円＝15,088,240 円 

 ③ ①＋②＝23,320,230 円 

   23,320,230 円 ＞ 10,000,000 円  ∴納税義務あり 
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４２ 

 

問 題 ４ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  ) ⑩ (  ) 

⑪ (  ) ⑫ (  ) 

⑬ (  )     

 

 

Chapter24 合併があった場合の納税義務の免除の特例 
 

問 題 １ 

 

問１ 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  6,520,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,019,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

  
10,362,000円

12
 ×12＝10,362,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 平成 30 年８月１日から平成 31 年３月 31 日までの期間納税義務あり 

 

  

４３ 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,730,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,148,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 7,730,000 円 

 ② 
9,660,000円

12
 ×12＝9,660,000 円 

 ③ ①＋②＝17,390,000 円 

   17,390,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,900,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  7,495,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 9,900,000 円 

 ② 
4,655,000円

12
 ×12＝4,655,000 円 

 ③ ①＋②＝12,560,000 円 

   12,560,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 
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４２ 

 

問 題 ４ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  ) ⑩ (  ) 

⑪ (  ) ⑫ (  ) 

⑬ (  )     

 

 

Chapter24 合併があった場合の納税義務の免除の特例 
 

問 題 １ 

 

問１ 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  6,520,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,019,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

  
10,362,000円

12
 ×12＝10,362,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 平成 30 年８月１日から平成 31 年３月 31 日までの期間納税義務あり 

 

  

４３ 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,730,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,148,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 7,730,000 円 

 ② 
9,660,000円

12
 ×12＝9,660,000 円 

 ③ ①＋②＝17,390,000 円 

   17,390,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,900,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  7,495,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 9,900,000 円 

 ② 
4,655,000円

12
 ×12＝4,655,000 円 

 ③ ①＋②＝12,560,000 円 

   12,560,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 
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４４ 

 

問 題 ２ 

 

問１ 平成 30 年 10 月１日～平成 31 年９月 30 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,620,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,588,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

  
9,816,000円

12
 ×12＝9,816,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

問２ 平成 31 年 10 月１日～平成 32 年９月 30 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,800,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,519,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 7,800,000 円 

 ② 
11,016,000円

12
 ×12＝11,016,000 円 

 ③ ①＋②＝18,816,000 円 

   18,816,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

  

４５ 

問３ 平成 32 年 10 月１日～平成 33 年９月 30 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,825,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  7,599,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 9,825,000 円 

 ② 
9,499,000円＋4,050,000円

12＋５
 ×12＝9,564,000 円 

 ③ ①＋
②

12
 ×８＝16,201,000 円 

   16,201,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

 

問 題 ３ 

 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  26,733,465 円－25,000,065 円＝1,733,400 円 

  
1,733,400円

３
 ×12＝6,933,600 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

 ① 15,854,073 円－9,876,963 円＝5,977,110 円 

 ② （7,927,036 円－3,759,980 円）×
100

108
 ＝3,858,385 円 

 ③ ①＋②＝9,835,495 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 6,933,600 円 

 ②イ （188,334,444 円－55,941,234 円）×
100

108
 ＝122,586,305 円 

  ロ （45,949,675 円－18,480,000 円）×
100

108
 ＝25,434,884 円 

  ハ 
122,586,305円＋25,434,884円

12＋４
 ×12＝111.015,888 円 

 ③ ①＋②＝117,949,488 円 

   117,949,488 円 ＞ 10,000,000 円  ∴納税義務あり 
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４４ 

 

問 題 ２ 

 

問１ 平成 30 年 10 月１日～平成 31 年９月 30 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,620,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,588,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

  
9,816,000円

12
 ×12＝9,816,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

問２ 平成 31 年 10 月１日～平成 32 年９月 30 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,800,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,519,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 7,800,000 円 

 ② 
11,016,000円

12
 ×12＝11,016,000 円 

 ③ ①＋②＝18,816,000 円 

   18,816,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

  

４５ 

問３ 平成 32 年 10 月１日～平成 33 年９月 30 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,825,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  7,599,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 9,825,000 円 

 ② 
9,499,000円＋4,050,000円

12＋５
 ×12＝9,564,000 円 

 ③ ①＋
②

12
 ×８＝16,201,000 円 

   16,201,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

 

問 題 ３ 

 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  26,733,465 円－25,000,065 円＝1,733,400 円 

  
1,733,400円

３
 ×12＝6,933,600 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

 ① 15,854,073 円－9,876,963 円＝5,977,110 円 

 ② （7,927,036 円－3,759,980 円）×
100

108
 ＝3,858,385 円 

 ③ ①＋②＝9,835,495 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 6,933,600 円 

 ②イ （188,334,444 円－55,941,234 円）×
100

108
 ＝122,586,305 円 

  ロ （45,949,675 円－18,480,000 円）×
100

108
 ＝25,434,884 円 

  ハ 
122,586,305円＋25,434,884円

12＋４
 ×12＝111.015,888 円 

 ③ ①＋②＝117,949,488 円 

   117,949,488 円 ＞ 10,000,000 円  ∴納税義務あり 

 

45

Ch.
24

01-消費税法問題集_答案用紙編通し.indb   45 2018/12/03   12:16:27



４６ 

問 題 ４ 

 

問１ 平成 30 年 11 月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立事業年度のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  設立事業年度のため特定期間がない事業年度 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① Ｘ社 

   
4,536,000円

12
 ×12＝4,536,000 円 ≦ 10,000,000 円 

 ② Ｙ社 

   
10,320,000円

12
 ×12＝10,320,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務あり 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立２期目のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  前事業年度  ５月 ≦ ７月 

  ∴ 短期事業年度 

    前々事業年度がないため特定期間がない事業年度 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① Ｘ社 

   
4,860,000円

12
 ×12＝4,860,000 円 

 ② Ｙ社 

   
9,300,000円

12
 ×12＝9,300,000 円 

 ③ ①＋②＝14,160,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

  

４７ 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  
4,150,000円

５
 ×12＝9,960,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,896,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 4,150,000 円 

 ② Ｘ社 

   
2,870,000円

７
 ×７＝2,870,000 円 

 ③ Ｙ社 

   
7,600,000円

10
 ×７＝5,320,000 円 

 ④ ①＋②＋③＝12,340,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

 

問 題 ５ 

 

問１ 平成 30 年８月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立事業年度のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  設立事業年度のため特定期間がない事業年度 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① Ａ社 

   
8,880,000円

12
 ×12＝8,880,000 円 ≦ 10,000,000 円 

 ② Ｂ社 

   
7,500,000円

12
 ×12＝7,500,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑷ 新設法人の納税義務の免除の特例 

  資本金  10,000,000 円 ≧ 10,000,000 円 

  ∴ 新設法人に該当 

  ∴ 納税義務あり 
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４６ 

問 題 ４ 

 

問１ 平成 30 年 11 月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立事業年度のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  設立事業年度のため特定期間がない事業年度 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① Ｘ社 

   
4,536,000円

12
 ×12＝4,536,000 円 ≦ 10,000,000 円 

 ② Ｙ社 

   
10,320,000円

12
 ×12＝10,320,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務あり 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立２期目のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  前事業年度  ５月 ≦ ７月 

  ∴ 短期事業年度 

    前々事業年度がないため特定期間がない事業年度 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① Ｘ社 

   
4,860,000円

12
 ×12＝4,860,000 円 

 ② Ｙ社 

   
9,300,000円

12
 ×12＝9,300,000 円 

 ③ ①＋②＝14,160,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

  

４７ 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  
4,150,000円

５
 ×12＝9,960,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,896,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 4,150,000 円 

 ② Ｘ社 

   
2,870,000円

７
 ×７＝2,870,000 円 

 ③ Ｙ社 

   
7,600,000円

10
 ×７＝5,320,000 円 

 ④ ①＋②＋③＝12,340,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

 

問 題 ５ 

 

問１ 平成 30 年８月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立事業年度のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  設立事業年度のため特定期間がない事業年度 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① Ａ社 

   
8,880,000円

12
 ×12＝8,880,000 円 ≦ 10,000,000 円 

 ② Ｂ社 

   
7,500,000円

12
 ×12＝7,500,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑷ 新設法人の納税義務の免除の特例 

  資本金  10,000,000 円 ≧ 10,000,000 円 

  ∴ 新設法人に該当 

  ∴ 納税義務あり 
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４８ 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立２期目のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,926,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① Ａ社 

   
8,616,000円

12
 ×12＝8,616,000 円 

 ② Ｂ社 

   
7,500,000円

12
 ×12＝7,500,000 円 

 ③ ①＋②＝16,116,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  
6,544,000円

８
 ×12＝9,816,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,928,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 6,544,000 円 

 ② Ａ社 

   
6,490,000円

10
 ×４＝2,596,000 円 

 ③ Ｂ社 

   
7,320,000円＋1,815,000円

12＋３
 ×４＝2,436,000 円 

 ④ ①＋②＋③＝11,576,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

  

４９ 

 

問 題 ６ 

 

問１ 平成 30 年８月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立事業年度のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  設立事業年度のため特定期間がない事業年度 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 甲社 

   
8,550,000円

12
 ×12＝8,550,000 円 ≦ 10,000,000 円 

 ② 乙社 

   
7,296,000円

12
 ×12＝7,296,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑷ 新設法人の納税義務の免除の特例 

  資本金  10,000,000 円 ≧ 10,000,000 円 

  ∴ 新設法人に該当 

  ∴ 納税義務あり 
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４８ 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立２期目のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,926,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① Ａ社 

   
8,616,000円

12
 ×12＝8,616,000 円 

 ② Ｂ社 

   
7,500,000円

12
 ×12＝7,500,000 円 

 ③ ①＋②＝16,116,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  
6,544,000円

８
 ×12＝9,816,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,928,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 6,544,000 円 

 ② Ａ社 

   
6,490,000円

10
 ×４＝2,596,000 円 

 ③ Ｂ社 

   
7,320,000円＋1,815,000円

12＋３
 ×４＝2,436,000 円 

 ④ ①＋②＋③＝11,576,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

  

４９ 

 

問 題 ６ 

 

問１ 平成 30 年８月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立事業年度のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  設立事業年度のため特定期間がない事業年度 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 甲社 

   
8,550,000円

12
 ×12＝8,550,000 円 ≦ 10,000,000 円 

 ② 乙社 

   
7,296,000円

12
 ×12＝7,296,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑷ 新設法人の納税義務の免除の特例 

  資本金  10,000,000 円 ≧ 10,000,000 円 

  ∴ 新設法人に該当 

  ∴ 納税義務あり 
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５０ 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立２期目のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,452,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 甲社 

   
8,250,000円

12
 ×12＝8,250,000 円 

 ② 乙社 

   
6,936,000円

12
 ×12＝6,936,000 円 

 ③ ①＋②＝15,186,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  
6,650,000円

８
 ×12＝9,975,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  6,875,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 6,650,000 円 

 ② 甲社 

   
4,875,000円

10
 ×４＝1,950,000 円 

 ③ 乙社 

   
1,315,000円

４
 ×４＝1,315,000 円 

 ④ ①＋②＋③＝9,915,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑷ 新設法人の基準期間が事業年度中に調整対象固定資産の課税仕入れを行っ

ているため、納税義務あり 
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５１ 

 

問 題 ７ 

 

問１ 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  )     

問２ 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  )     

 

 

Chapter25 会社分割があった場合の納税義務の免除の特例 
 

問 題 １ 

 

問１ 平成 30 年５月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立事業年度のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  設立事業年度のため特定期間がない事業年度 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

  
17,040,000円

12
 ×12＝17,040,000 円 

  17,040,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 
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５３ 

問 題 ２ 

 

問１ 平成 30 年６月１日～平成 31 年１月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立事業年度のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  設立事業年度のため特定期間がない事業年度 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

  
9,600,000円

12
 ×12＝9,600,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑷ 新設法人の納税義務の免除の特例 

  資本金  5,000,000 円 ＜ 10,000,000 円 

  ∴ 新設法人に該当しない 

  ∴ 納税義務なし 

問２ 平成 31 年２月１日～平成 32 年１月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立２期目のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  1,539,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

  
9,600,000円

12
 ×12＝9,600,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑷ 新設法人の納税義務の免除の特例 

  資本金  5,000,000 円 ＜ 10,000,000 円 

  ∴ 新設法人に該当しない 

  ∴ 納税義務なし 

  

５２ 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立２期目のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,551,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

  
17,232,000円

12
 ×12＝17,232,000 円 

  17,232,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  
6,644,000円

11
 ×12＝7,248,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,507,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 7,248,000 円 

 ② 
9,540,000円

12
 ×12＝9,540,000 円 

 ③ ①＋②＝16,788,000 円 

   16,788,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問４ 平成 33 年４月１日～平成 34 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,308,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,788,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 7,308,000 円 

 ② 
8,976,000円

12
 ×12＝8,976,000 円 

 ③ ①＋②＝16,284,000 円 

   16,284,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 
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５３ 

問 題 ２ 

 

問１ 平成 30 年６月１日～平成 31 年１月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立事業年度のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  設立事業年度のため特定期間がない事業年度 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

  
9,600,000円

12
 ×12＝9,600,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑷ 新設法人の納税義務の免除の特例 

  資本金  5,000,000 円 ＜ 10,000,000 円 

  ∴ 新設法人に該当しない 

  ∴ 納税義務なし 

問２ 平成 31 年２月１日～平成 32 年１月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立２期目のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  1,539,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

  
9,600,000円

12
 ×12＝9,600,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑷ 新設法人の納税義務の免除の特例 

  資本金  5,000,000 円 ＜ 10,000,000 円 

  ∴ 新設法人に該当しない 

  ∴ 納税義務なし 

  

５２ 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  設立２期目のため基準期間がない事業年度 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,551,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 合併があった場合の納税義務の免除の特例 

  
17,232,000円

12
 ×12＝17,232,000 円 

  17,232,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  
6,644,000円

11
 ×12＝7,248,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,507,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 7,248,000 円 

 ② 
9,540,000円

12
 ×12＝9,540,000 円 

 ③ ①＋②＝16,788,000 円 

   16,788,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問４ 平成 33 年４月１日～平成 34 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,308,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,788,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 7,308,000 円 

 ② 
8,976,000円

12
 ×12＝8,976,000 円 

 ③ ①＋②＝16,284,000 円 

   16,284,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 
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５５ 

 

問 題 ３ 

 

問１ 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,816,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,127,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  10,464,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,818,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,257,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 8,818,000 円 

 ② 
3,146,000円

11
 ×12＝3,432,000 円 

 ③ ①＋
②

12
 ×５＝10,248,000 円 

   10,248,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

  

５４ 

問３ 平成 32 年２月１日～平成 33 年１月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  
2,160,000円

８
 ×12＝3,240,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  1,518,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 3,240,000 円 

 ② 
7,332,000円

12
 ×12＝7,332,000 円 

 ③ 
①

12
 ×10＋②＝10,032,000 円 

   10,032,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問４ 平成 33 年２月１日～平成 34 年１月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  3,300,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  1,593,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 3,300,000 円 

 ② 
6,696,000円

12
 ×12＝6,696,000 円 

 ③ ①＋②＝9,996,000 円 

   9,996,000 円 ≦ 10,000,000 円  ∴ 納税義務なし 
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５５ 

 

問 題 ３ 

 

問１ 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,816,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,127,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  10,464,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務あり 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,818,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,257,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 8,818,000 円 

 ② 
3,146,000円

11
 ×12＝3,432,000 円 

 ③ ①＋
②

12
 ×５＝10,248,000 円 

   10,248,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

  

５４ 

問３ 平成 32 年２月１日～平成 33 年１月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  
2,160,000円

８
 ×12＝3,240,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  1,518,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 3,240,000 円 

 ② 
7,332,000円

12
 ×12＝7,332,000 円 

 ③ 
①

12
 ×10＋②＝10,032,000 円 

   10,032,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問４ 平成 33 年２月１日～平成 34 年１月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  3,300,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  1,593,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 3,300,000 円 

 ② 
6,696,000円

12
 ×12＝6,696,000 円 

 ③ ①＋②＝9,996,000 円 

   9,996,000 円 ≦ 10,000,000 円  ∴ 納税義務なし 
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５７ 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,119,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,144,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 7,119,000 円 

 ② 
1,824,000円＋3,972,000円

６＋12
 ×12＝3,864,000 円 

 ③ ①＋
②

12
 ×９＝10,017,000 円 

   10,017,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問４ 平成 33 年４月１日～平成 34 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  6,048,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  2,824,000 円 ≦ 10,000,000 円 

 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 6,048,000 円 

 ② 
4,140,000円

12
 ×12＝4,140,000 円 

 ③ ①＋②＝10,188,000 円 

   10,188,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

 

問 題 ５ 

 

〔特定要件の判定〕 

 Ａ 

16,000株
 ＋

 Ｂ 

1,000株
 ＋

 Ｃ 

1,000株
 ＋

 Ｄ 

1,000株
 ＋

丙社

800株
 ＝198,800 株 

19,800株

20,000株
 ＝0.99 ＞ 50％  ∴ 特定要件に該当する 

 

 

５６ 

問４ 平成 33 年４月１日～平成 34 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  6,648,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,387,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 6,648,000 円 

 ② 
3,408,000円

12
 ×12＝3,408,000 円 

 ③ ①＋②＝10,056,000 円 

   10,056,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

 

問 題 ４ 

 

問１ 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  10,068,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務あり 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,708,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,701,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 
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５７ 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,119,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,144,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 7,119,000 円 

 ② 
1,824,000円＋3,972,000円

６＋12
 ×12＝3,864,000 円 

 ③ ①＋
②

12
 ×９＝10,017,000 円 

   10,017,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

問４ 平成 33 年４月１日～平成 34 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  6,048,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  2,824,000 円 ≦ 10,000,000 円 

 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 6,048,000 円 

 ② 
4,140,000円

12
 ×12＝4,140,000 円 

 ③ ①＋②＝10,188,000 円 

   10,188,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

 

問 題 ５ 

 

〔特定要件の判定〕 

 Ａ 

16,000株
 ＋

 Ｂ 

1,000株
 ＋

 Ｃ 

1,000株
 ＋

 Ｄ 

1,000株
 ＋

丙社

800株
 ＝198,800 株 

19,800株

20,000株
 ＝0.99 ＞ 50％  ∴ 特定要件に該当する 

 

 

５６ 

問４ 平成 33 年４月１日～平成 34 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  6,648,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,387,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割等があった場合の納税義務の免除の特例 

 ① 6,648,000 円 

 ② 
3,408,000円

12
 ×12＝3,408,000 円 

 ③ ①＋②＝10,056,000 円 

   10,056,000 円 ＞ 10,000,000 円  ∴ 納税義務あり 

 

 

問 題 ４ 

 

問１ 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  10,068,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務あり 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,708,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,701,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 
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５９ 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,020,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,832,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

 

 

問 題 ８ 
 

問１ （Ｂ社）平成 31 年１月１日～平成 31 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,892,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,375,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割があった場合の納税義務の免除の特例 

  
10,740,000円

12
 ×12＝10,740,000 円 

  10,740,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 平成 31 年２月１日から平成 31 年 12 月 31 日までの期間納税義務あり 

問２ （Ｂ社）平成 32 年１月１日～平成 32 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,580,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,185,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割があった場合の納税義務の免除の特例 

  
9,924,000円

12
 ×12＝9,924,000 円 

  9,924,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

  

５８ 

問 題 ６ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  ) ⑩ (  ) 

⑪ (  ) ⑫ (  ) 

 

 

問 題 ７ 
 

問１ 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  4,536,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  2,222,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割があった場合の納税義務の免除の特例 

  
10,680,000円

12
 ×12＝10,680,000 円 

  10,680,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 平成 30 年７月１日から平成 31 年３月 31 日までの期間納税義務あり 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  4,728,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  2,899,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割があった場合の納税義務の免除の特例 

  
9,732,000円

12
 ×12＝9,732,000 円 

  9,732,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 
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５９ 

問３ 平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  7,020,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  3,832,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

 

 

問 題 ８ 
 

問１ （Ｂ社）平成 31 年１月１日～平成 31 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,892,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,375,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割があった場合の納税義務の免除の特例 

  
10,740,000円

12
 ×12＝10,740,000 円 

  10,740,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 平成 31 年２月１日から平成 31 年 12 月 31 日までの期間納税義務あり 

問２ （Ｂ社）平成 32 年１月１日～平成 32 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  8,580,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  5,185,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割があった場合の納税義務の免除の特例 

  
9,924,000円

12
 ×12＝9,924,000 円 

  9,924,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

  

５８ 

問 題 ６ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  ) ⑩ (  ) 

⑪ (  ) ⑫ (  ) 

 

 

問 題 ７ 
 

問１ 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  4,536,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  2,222,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割があった場合の納税義務の免除の特例 

  
10,680,000円

12
 ×12＝10,680,000 円 

  10,680,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 平成 30 年７月１日から平成 31 年３月 31 日までの期間納税義務あり 

問２ 平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  4,728,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  2,899,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑶ 分割があった場合の納税義務の免除の特例 

  
9,732,000円

12
 ×12＝9,732,000 円 

  9,732,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 
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６０ 

問３ （Ｂ社）平成 33 年１月１日～平成 33 年 12 月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  10,168,000 円 ＞ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務あり 

問４ （Ａ社）平成 32 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

〔納税義務の有無の判定〕 

⑴ 基準期間における課税売上高 

  9,832,000 円 ≦ 10,000,000 円 

⑵ 特定期間における課税売上高 

  4,103,000 円 ≦ 10,000,000 円 

  ∴ 納税義務なし 

 

 

問 題 ９ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 
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６１ 

Chapter2６ 合併があった場合の中間申告に係る納付税額の計算 
 

問 題 １ 

 

〔ケース１〕 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

 ① ４月、５月、６月、７月、８月、９月 

   
24,000,000円

12
 ＝2,000,000 円 ≦ 4,000,000 円  ∴ 適用なし 

 ② 10 月 

   
24,000,000円

12
 ＋

5,400,000円

12
 ＝2,450,000 円 ≦ 4,000,000 円 

   ∴ 適用なし 

 ③ 11 月、12 月、１月、２月 

   
24,000,000円

12
 ＋

3,000,000円

６
 ＝2,500,000 円 ≦ 4,000,000 円 

   ∴ 適用なし 

⑵ ３月中間申告 

 ① ４月～６月、７月～９月 

   
24,000,000円

12
 ×３＝6,000,000 円 ＞ 1,000,000 円 

   ∴ 適用あり 

     中間納付税額  6,000,000 円（百円未満切捨） 

 ② 10 月～12 月 

   
24,000,000円

12
 ×３＋

3,000,000円

６
 ３＝7,500,000 円 ＞ 1,000,000 円 

   ∴ 適用あり 

     中間納付税額  7,000,000 円（百円未満切捨） 

⑶ 中間納付税額の合計額 

  6,000,000 円×２＋7,500,000 円＝19,500,000 円 
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６２ 

〔ケース２〕 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

 ① ４月、５月、６月、７月、８月、９月 

   
36,000,000円

12
 ＋

14,400,000円

６
 ６×

１

12
 ＝4,200,000 円 ＞ 4,000,000 円 

   ∴ 適用あり 

     中間納付税額  4,200,000 円（百円未満切捨） 

⑵ 中間納付税額の合計額  

  4,200,000 円×11＝46,200,000 円 

 

 

問 題 ２ 

 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

  
1,739,900円＋1,980,100円

12
 ＋

600,000円

４
 ×

１

12
 ＝322,500 円 ≦ 4,000,000 円 

  ∴ 適用なし 

⑵ ３月中間申告 

  
1,739,900円＋1,980,100円

12
 ×３＋

600,000円

４
 ×１×

３

12
 ＝967,500 円 

  967,500 円 ≦ 1,000,000 円  ∴ 適用なし 

⑶ ６月中間申告 

  
1,739,900円＋1,980,100円

12
 ×６＋

870,000円＋858,000円

12
 ×１×

６

12
  

  ＝1,932,000 円 ＞ 240,000 円 

  ∴ 適用あり 

    中間納付税額  1,932,000 円（百円未満切捨） 

 

 

 

  

６３ 

 

問 題 ３ 

 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

  
503,100円

11
 ＋

1,680,400円

10
 ×６×

１

11
 ＝137,394 円 ≦ 4,000,000 円 

  ∴ 適用なし 

⑵ ３月中間申告 

  
503,100円

11
 ×３＋

1,680,400円

10
 ×６×

３

11
 ＝412,182 円 ≦ 1,000,000 円 

  ∴ 適用なし 

⑶ ６月中間申告 

  
503,100円

11
 ×６＋

1,680,400円

10
 ×６×

６

11
 ＝824,364 円 ＞ 240,000 円 

  ∴ 適用あり 

    中間納付税額  824,300 円（百円未満切捨） 

 

 

問 題 ４ 

 

〔ケース１〕 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

  
12,600,000円

12
 ＋

9,450,000円

12
 ＝1,827,500 円 ≦ 4,000,000 円 

  ∴ 適用なし 

⑵ ３月中間申告 

  
12,600,000円

12
 ×３＋

9,450,000円

12
 ×３＝5,512,500 円 ＞ 1,000,000 円 

  ∴ 適用あり 

    中間納付税額  5,512,500 円 

⑶ 中間納付税額の合計額 

  5,512,500 円×３＝16,537,500 円 
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６２ 

〔ケース２〕 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

 ① ４月、５月、６月、７月、８月、９月 

   
36,000,000円

12
 ＋

14,400,000円

６
 ６×

１

12
 ＝4,200,000 円 ＞ 4,000,000 円 

   ∴ 適用あり 

     中間納付税額  4,200,000 円（百円未満切捨） 

⑵ 中間納付税額の合計額  

  4,200,000 円×11＝46,200,000 円 

 

 

問 題 ２ 

 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

  
1,739,900円＋1,980,100円

12
 ＋

600,000円

４
 ×

１

12
 ＝322,500 円 ≦ 4,000,000 円 

  ∴ 適用なし 

⑵ ３月中間申告 

  
1,739,900円＋1,980,100円

12
 ×３＋

600,000円

４
 ×１×

３

12
 ＝967,500 円 

  967,500 円 ≦ 1,000,000 円  ∴ 適用なし 

⑶ ６月中間申告 

  
1,739,900円＋1,980,100円

12
 ×６＋

870,000円＋858,000円

12
 ×１×

６

12
  

  ＝1,932,000 円 ＞ 240,000 円 

  ∴ 適用あり 

    中間納付税額  1,932,000 円（百円未満切捨） 

 

 

 

  

６３ 

 

問 題 ３ 

 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

  
503,100円

11
 ＋

1,680,400円

10
 ×６×

１

11
 ＝137,394 円 ≦ 4,000,000 円 

  ∴ 適用なし 

⑵ ３月中間申告 

  
503,100円

11
 ×３＋

1,680,400円

10
 ×６×

３

11
 ＝412,182 円 ≦ 1,000,000 円 

  ∴ 適用なし 

⑶ ６月中間申告 

  
503,100円

11
 ×６＋

1,680,400円

10
 ×６×

６

11
 ＝824,364 円 ＞ 240,000 円 

  ∴ 適用あり 

    中間納付税額  824,300 円（百円未満切捨） 

 

 

問 題 ４ 

 

〔ケース１〕 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

  
12,600,000円

12
 ＋

9,450,000円

12
 ＝1,827,500 円 ≦ 4,000,000 円 

  ∴ 適用なし 

⑵ ３月中間申告 

  
12,600,000円

12
 ×３＋

9,450,000円

12
 ×３＝5,512,500 円 ＞ 1,000,000 円 

  ∴ 適用あり 

    中間納付税額  5,512,500 円 

⑶ 中間納付税額の合計額 

  5,512,500 円×３＝16,537,500 円 
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６４ 

〔ケース２〕 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

   
1,620,000円

12
 ＋

480,000円

３
 ＝295,000 円 ≦ 4,000,000 円 

   ∴ 適用なし 

⑵ ３月中間申告 

   
1,620,000円

12
 ×３＋

480,000円

３
 ×３＝885,000 円 ≦ 1,000,000 円 

   ∴ 適用なし 

⑶ ６月中間申告 

   
1,620,000円

12
 ×６＋

2,160,000円

12
 ×６＝1,890,000 円 ＞ 240,000 円 

   ∴ 適用あり 

     中間納付税額  1,890,000 円（百円未満切捨） 

 

 

問 題 ５ 

 

〔中間納付税額の計算〕 

⑴ １月中間申告 

   
840,000円

３
 ＋

270,000円

６
 ＝325,000 円 ≦ 4,000,000 円 

   ∴ 適用なし 

⑵ ３月中間申告 

   
840,000円

３
 ×３＋

270,000円

６
 ×３＝975,000 円 ≦ 1,000,000 円 

   ∴ 適用なし 

⑶ ６月中間申告 

   
1,560,000円＋1,500,000円

12
 ×６＋

270,000円

６
 ×６＝1,800,000 円 

   1,800,000 円 ＞ 240,000 円 

   ∴ 適用あり 

     中間納付税額  1,800,000 円（百円未満切捨） 
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６５ 

Chapter27 簡易課税制度  
 

問 題 １ 

 

Ⅰ 納税義務の有無の判定 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 税 義 務 の

有無の判定 

 

〔納税義務の有無の判定〕 

 

  

  

Ⅱ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

控 除 過 大 調

整税額 

円 〔貸倒回収に係る消費税額の計算〕 

  

Ⅲ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

簡 易 課 税 制

度 適 用 有 無

の判定 
 

〔簡易課税制度適用有無の判定〕 
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６６ 

Ⅲ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 

  

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

Ⅳ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅴ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

 

  

６７ 

 

問 題 ２ 

 

問１ 

①  

②  

問２ 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  ) ⑩ (  ) 

⑪ (  ) ⑫ (  ) 

⑬ (  )     

 

 

問 題 ３ 

 

⑴  ⑵  ⑶  ⑷  ⑸  

⑹  ⑺  ⑻  ⑼  ⑽  

⑾  ⑿  ⒀  ⒁  ⒂  

⒃  ⒄  ⒅      

 

 

問 題 ４ 

 

⑴  ⑵  ⑶  ⑷  ⑸  

⑹  ⑺  ⑻  ⑼  ⑽  

⑾  ⑿  ⒀  ⒁  ⒂  
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６６ 

Ⅲ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 

  

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

Ⅳ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅴ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

 

  

６７ 

 

問 題 ２ 

 

問１ 

①  

②  

問２ 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  ) ⑩ (  ) 

⑪ (  ) ⑫ (  ) 

⑬ (  )     

 

 

問 題 ３ 

 

⑴  ⑵  ⑶  ⑷  ⑸  

⑹  ⑺  ⑻  ⑼  ⑽  

⑾  ⑿  ⒀  ⒁  ⒂  

⒃  ⒄  ⒅      

 

 

問 題 ４ 

 

⑴  ⑵  ⑶  ⑷  ⑸  

⑹  ⑺  ⑻  ⑼  ⑽  

⑾  ⑿  ⒀  ⒁  ⒂  
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６８ 

問 題 ５ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

６９ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 
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６８ 

問 題 ５ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

６９ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 
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７０ 

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

問 題 ６ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

 

  

７１ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 
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７０ 

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

問 題 ６ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

 

  

７１ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 
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７２ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

 

  

７３ 

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

問 題 ７ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

  

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

控 除 過 大 調

整税額 

円 〔貸倒回収に係る消費税額の計算〕 

  

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 
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７２ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

 

  

７３ 

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

問 題 ７ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

  

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

控 除 過 大 調

整税額 

円 〔貸倒回収に係る消費税額の計算〕 

  

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 
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７４ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

７５ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 
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７４ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

７５ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 
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７６ 

 

問 題 ８ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

  

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

７７ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 
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７６ 

 

問 題 ８ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

  

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

７７ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 
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７８ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

７９ 

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

問 題 ９ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

  

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 
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７８ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

７９ 

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

問 題 ９ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

  

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 
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８０ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

８１ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 
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８０ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

８１ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 
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８２ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

  

８３ 

 

問題10 

 

〔控除対象仕入税額の計算〕 
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８２ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

   

   

売 上 げ の 返

還 等 対 価 に

係る税額 

円 〔売上げの返還等対価に係る税額の計算〕 

  

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

  

８３ 

 

問題10 

 

〔控除対象仕入税額の計算〕 
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８４ 

 

問題11 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  ) ⑩ (  ) 

⑪ (  ) ⑫ (  ) 

⑬ (  )     

 

 

問題12 
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８５ 

Chapter28 資産の譲渡等の時期の特例  
 

問 題 １ 

 

〔課税標準額の計算〕 

40,000 円×（７回－１回）＋100,000 円×７回＝940,000 円 

940,000 円×
100

108
 ＝870,370 円 → 870,000 円（千円未満切捨） 

 

 

問 題 ２ 

 

〔課税標準額の計算〕 

7,500,000 円－（450,000 円＋235,000 円×９）＝4,935,000 円 

4,935,000 円×
100

108
 ＝4,569,444 円 → 4,569,000 円（千円未満切捨） 

 

 

問 題 ３ 

 

問１ 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  )     

問２ 

①  

② 

 

 

③  
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８６ 

問 題 ４ 

 

×３期  円 

   

×４期  円 

   

×５期  円 

 

 

問 題 ５ 

 

問１ 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  )     

問２ 

⑴ 長期大規模工事 

①  

②  

⑵ 工事 

①  

② 

 

 

③  
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８７ 

 

問 題 ６ 

 

〔課税標準額の計算〕 

8,400,000 円＋2,400,000 円＝10,800,000 円 

10,800,000 円×
100

108
 ＝10,000,000 円（千円未満切捨） 

 

 

問 題 ７ 

 

問１ 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  )     

問２ 

①  

②  

 

 

Chapter29 国、地方公共団体等に対する特例  
 

問 題 １ 

 

課税仕入れ等に係る特定収入  円 

   

使途不特定の特定収入  円 

   

非特定収入  円 
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８８ 

問 題 ２ 

 

〔課税売上割合の計算〕 

⑴ 課税売上高 

 ① 55,000,000 円×
100

108
 ＝50,925,925 円 

 ② 2,050,000 円－2,050,000 円××
6.3

108
 ×

80

63
 ＝1,898,149 円 

 ③ ①－②＝49,027,776 円 

⑵ 非課税売上高 

  500,000 円×５％＋100,000 円＝125,000 円 

⑶ 課税売上割合 

  
⑴

⑴＋⑵
 ＝

49,027,776円

49,152,776円
 ＝0.9974… ≧ 95％ 

  49,027,776 円 ≦ 500,000,000 円 

  ∴ 按分計算は不要 

〔特定収入割合の計算〕 

⑴ 資産の譲渡等の対価の額 

  50,925,925 円＋500,000 円＋100,000 円＋1,000,000 円＝52,525,925 円 

⑵ 特定収入 

 ① 使途特定の特定収入 

   5,000,000 円 

 ② 使途不特定の特定収入 

   2,000,000 円 

 ③ ①＋②＝7,000,000 円 

⑶ 特定収入割合 

  
⑵

⑴＋⑵
 ＝

7,000,000円

59,525,925円
 ＝0.1175… ＞ ５％  ∴ 調整あり 

〔調整割合の計算〕 

⑴ 資産の譲渡等の対価の額  52,525,925 円 

⑵ 使途不特定の特定収入  2,000,000 円 

⑶ 調整割合 

  
⑵

⑴＋⑵
 ＝

2,000,000円

54,525,925円
  

８９ 

問 題 ３ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課税売上割合 1,277,777円

1,077,777円
  

〔課税売上割合の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

調整前控除対

象仕入税額 

円 〔調整前控除対象仕入税額の計算〕 
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８８ 

問 題 ２ 

 

〔課税売上割合の計算〕 

⑴ 課税売上高 

 ① 55,000,000 円×
100

108
 ＝50,925,925 円 

 ② 2,050,000 円－2,050,000 円××
6.3

108
 ×

80

63
 ＝1,898,149 円 

 ③ ①－②＝49,027,776 円 

⑵ 非課税売上高 

  500,000 円×５％＋100,000 円＝125,000 円 

⑶ 課税売上割合 

  
⑴

⑴＋⑵
 ＝

49,027,776円

49,152,776円
 ＝0.9974… ≧ 95％ 

  49,027,776 円 ≦ 500,000,000 円 

  ∴ 按分計算は不要 

〔特定収入割合の計算〕 

⑴ 資産の譲渡等の対価の額 

  50,925,925 円＋500,000 円＋100,000 円＋1,000,000 円＝52,525,925 円 

⑵ 特定収入 

 ① 使途特定の特定収入 

   5,000,000 円 

 ② 使途不特定の特定収入 

   2,000,000 円 

 ③ ①＋②＝7,000,000 円 

⑶ 特定収入割合 

  
⑵

⑴＋⑵
 ＝

7,000,000円

59,525,925円
 ＝0.1175… ＞ ５％  ∴ 調整あり 

〔調整割合の計算〕 

⑴ 資産の譲渡等の対価の額  52,525,925 円 

⑵ 使途不特定の特定収入  2,000,000 円 

⑶ 調整割合 

  
⑵

⑴＋⑵
 ＝

2,000,000円

54,525,925円
  

８９ 

問 題 ３ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課税売上割合 1,277,777円

1,077,777円
  

〔課税売上割合の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

調整前控除対

象仕入税額 

円 〔調整前控除対象仕入税額の計算〕 
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９０ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

特定収入割合 
1,277,777円

1,077,777円
  

〔特定収入割合の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

調 整 割 合 
1,277,777円

1,077,777円
  

〔調整割合の計算〕 

  

   

   

   

特定収入に係

る課税仕入れ

等の税額 

円 〔特定収入に係る課税仕入れ等の税額の計算〕 

  

   

   

   

調整後控除対

象仕入税額 

円 〔調整後控除対象仕入税額の計算〕 

  

  

９１ 

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

問 題 ４ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 
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９０ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等（続き） 

区 分 金 額 計 算 過 程 

特定収入割合 
1,277,777円

1,077,777円
  

〔特定収入割合の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

調 整 割 合 
1,277,777円

1,077,777円
  

〔調整割合の計算〕 

  

   

   

   

特定収入に係

る課税仕入れ

等の税額 

円 〔特定収入に係る課税仕入れ等の税額の計算〕 

  

   

   

   

調整後控除対

象仕入税額 

円 〔調整後控除対象仕入税額の計算〕 

  

  

９１ 

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

問 題 ４ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 
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９２ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課税売上割合 1,277,777円

1,077,777円
  

〔課税売上割合の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

調整前控除対

象仕入税額 

 

〔調整前控除対象仕入税額の計算〕 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

９３ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等(続き) 

区 分 金 額 計 算 過 程 

特定収入割合 
1,277,777円

1,077,777円
  

〔特定収入割合の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

調 整 割 合 
1,277,777円

1,077,777円
  

〔調整収入割合の計算〕 

  

   

   

   

特定収入に係

る課税仕入れ

等の税額 

 

〔特定収入に係る課税仕入れ等の税額の計算〕 
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９２ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課税売上割合 1,277,777円

1,077,777円
  

〔課税売上割合の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

調整前控除対

象仕入税額 

 

〔調整前控除対象仕入税額の計算〕 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

９３ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等(続き) 

区 分 金 額 計 算 過 程 

特定収入割合 
1,277,777円

1,077,777円
  

〔特定収入割合の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

調 整 割 合 
1,277,777円

1,077,777円
  

〔調整収入割合の計算〕 

  

   

   

   

特定収入に係

る課税仕入れ

等の税額 

 

〔特定収入に係る課税仕入れ等の税額の計算〕 
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９４ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等(続き) 

区 分 金 額 計 算 過 程 

 

 

 

  

  

  

  

調整後控除対

象仕入税額 

円 〔調整後控除対象仕入税額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

  

９５ 

 

問 題 ５ 

 

問１ 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

問２ 

① 

 

 

②  

③  

④  

 

 

問 題 ６ 

 

① ( 一般会計 ) ② ( 一の法人が行う事業 ) 

 

 

問 題 ７ 

 

① (  ) ② (  ) 

 

 

問 題 ８ 

 

問１ 

① (  ) ② (  ) 

 

問２ 

① (  ) ② (  ) 
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９４ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等(続き) 

区 分 金 額 計 算 過 程 

 

 

 

  

  

  

  

調整後控除対

象仕入税額 

円 〔調整後控除対象仕入税額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

  

９５ 

 

問 題 ５ 

 

問１ 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

問２ 

① 

 

 

②  

③  

④  

 

 

問 題 ６ 

 

① ( 一般会計 ) ② ( 一の法人が行う事業 ) 

 

 

問 題 ７ 

 

① (  ) ② (  ) 

 

 

問 題 ８ 

 

問１ 

① (  ) ② (  ) 

 

問２ 

① (  ) ② (  ) 
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９６ 

問 題 ９ 

 

① (  )  ② (  )  ③ (  )  ④ (  ) 

 

 

問題10 
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９７ 

Chapter30 特殊論点 
 

問 題 １ 

 

〔課税標準額の計算〕 

15,000,000 円＋85,000,000 円×
３

３＋７
 ×

１

１＋９
 ＋50,000 円＋（※）95,000 円 

＝17,695,000 円 

（※） みなし譲渡 

    150,000 円×50％＝75,000 円 ＜ 95,000 円  ∴ 95,000 円 

17,695,000 円×
100

108
 ＝16,384,259 円 → 16,384,000 円（千円未満切捨） 

 

 

問 題 ２ 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 
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９８ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

  

貸 倒 に 係 る

消費税額 

円 〔貸倒れに係る消費税額の計算〕 

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

  

９９ 

 

問 題 ３ 

 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

  5,400,000 円×
100

108
 ＝5,000,000 円 ≧ 1,000,000 円  ∴ 該当する 

⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

 ① 仕入れ等の課税期間の課税売上割合 

   
32,000,000円

32,000,000円＋168,000,000円
 ＝

32,000,000円

200,000,000円
 ＝0.16 

 ② 通算課税売上割合 

  イ 仕入れ等の課税期間の課税売上割合 

    
32,000,000円

200,000,000円
  

  ロ 甲社の前課税期間の課税売上割合 

   
21,000,000円

21,000,000円＋2,250,000円
 ＝

21,000,000円

23,250,000円
  

  ハ 乙社の前課税期間の課税売上割合 

   
336,000,000円

336,000,000円＋34,200,000円
 ＝

336,000,000円

370,200,000円
  

  ニ 乙社の当課税期間の課税売上割合 

   
307,600,000円

307,600,000円＋27,750,000円
 ＝

307,600,000円

335,350,000円
  

  ホ 通算課税売上割合 

   
32,000,000円＋21,000,000円＋336,000,000円＋307,600,000円

200,000,000円＋23,250,000円＋370,200,000円＋335,350,000円
  

   ＝
696,600,000円

928,800,000円
 ＝0.75 

 ③ 著しい変動の判定 

   0.75－0.16＝0.59 ≧ ５％ 

   
0.59

0.16
 ＝3.6875 ≧ 50％  ∴ 著しい増加 
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９８ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

   

   

   

   

   

  

貸 倒 に 係 る

消費税額 

円 〔貸倒れに係る消費税額の計算〕 

  

控除税額小計 円 〔控除税額小計の計算〕 

   

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

  

９９ 

 

問 題 ３ 

 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

  5,400,000 円×
100

108
 ＝5,000,000 円 ≧ 1,000,000 円  ∴ 該当する 

⑵ 課税売上割合が著しく変動した場合の控除税額の調整 

 ① 仕入れ等の課税期間の課税売上割合 

   
32,000,000円

32,000,000円＋168,000,000円
 ＝

32,000,000円

200,000,000円
 ＝0.16 

 ② 通算課税売上割合 

  イ 仕入れ等の課税期間の課税売上割合 

    
32,000,000円

200,000,000円
  

  ロ 甲社の前課税期間の課税売上割合 

   
21,000,000円

21,000,000円＋2,250,000円
 ＝

21,000,000円

23,250,000円
  

  ハ 乙社の前課税期間の課税売上割合 

   
336,000,000円

336,000,000円＋34,200,000円
 ＝

336,000,000円

370,200,000円
  

  ニ 乙社の当課税期間の課税売上割合 

   
307,600,000円

307,600,000円＋27,750,000円
 ＝

307,600,000円

335,350,000円
  

  ホ 通算課税売上割合 

   
32,000,000円＋21,000,000円＋336,000,000円＋307,600,000円

200,000,000円＋23,250,000円＋370,200,000円＋335,350,000円
  

   ＝
696,600,000円

928,800,000円
 ＝0.75 

 ③ 著しい変動の判定 

   0.75－0.16＝0.59 ≧ ５％ 

   
0.59

0.16
 ＝3.6875 ≧ 50％  ∴ 著しい増加 
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１００ 

 

 ④ 調整税額 

  イ 調整対象基準税額 

    5,400,000 円×
6.3

108
 ＝315,000 円 

  ロ 調整税額 

    315,000 円×0.75－315,000 円×0.16＝185,850 円（加算調整） 

 

 

問 題 ４ 

 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

  6,480,000 円×
100

108
 ＝6,000,000 円 ≧ 1,000,000 円  ∴ 該当する 

⑵ 調整対象固定資産を転用した場合の控除税額の調整 

 ① 調整割合 

   課税業務用から非課税業務用への転用 

   平成 27 年 12 月１日～平成 30 年６月 30 日 → ２年超３年以内  ∴ 
１

３
  

 ② 調整税額 

  イ 調整対象基準税額 

    6,480,000 円×
6.3

108
 ＝378,000 円 

  ロ 調整税額 

    378,000 円×
１

３
 ＝126,000 円（減算調整） 

 

 

問 題 ５ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  ) ⑩ (  ) 

⑪ (  )     
 

１０１ 

問 題 ６ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  )     

 

 

問 題 ７ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  )     

 

 

問 題 ８ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  )     

 

  

 100

01-消費税法問題集_答案用紙編通し.indb   100 2018/12/03   12:16:39



１００ 

 

 ④ 調整税額 

  イ 調整対象基準税額 

    5,400,000 円×
6.3

108
 ＝315,000 円 

  ロ 調整税額 

    315,000 円×0.75－315,000 円×0.16＝185,850 円（加算調整） 

 

 

問 題 ４ 

 

⑴ 調整対象固定資産の判定 

  6,480,000 円×
100

108
 ＝6,000,000 円 ≧ 1,000,000 円  ∴ 該当する 

⑵ 調整対象固定資産を転用した場合の控除税額の調整 

 ① 調整割合 

   課税業務用から非課税業務用への転用 

   平成 27 年 12 月１日～平成 30 年６月 30 日 → ２年超３年以内  ∴ 
１

３
  

 ② 調整税額 

  イ 調整対象基準税額 

    6,480,000 円×
6.3

108
 ＝378,000 円 

  ロ 調整税額 

    378,000 円×
１

３
 ＝126,000 円（減算調整） 

 

 

問 題 ５ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  ) ⑧ (  ) 

⑨ (  ) ⑩ (  ) 

⑪ (  )     
 

１０１ 

問 題 ６ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  )     

 

 

問 題 ７ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  )     

 

 

問 題 ８ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

⑤ (  ) ⑥ (  ) 

⑦ (  )     
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１０２ 

 

問 題 ９ 

問１ 甲の納税義務に関する適用関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 法人の納税義務に関する適用関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１０３ 

問題10 

 

〔課税売上割合の計算〕 

⑴ 課税売上高 

  9,450,000 円×
100

108
 ＋15,000,000 円＝23,750,000 円 

⑵ 非課税売上高 

  （300,000 円－280,000 円）＋12,000,000 円＋30,000,000 円×５％ 

  ＋150,000 円－（9,000,000 円－8,900,000 円）＝13,570,000 円 

⑶ 課税売上割合 

  
⑴

⑴＋⑵
 ＝

23,750,000円

37,320,000円
 ＝0.6363… ＜ 95％ 

  ∴按分計算が必要 

 

 

問題11 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 
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１０２ 

 

問 題 ９ 

問１ 甲の納税義務に関する適用関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 法人の納税義務に関する適用関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１０３ 

問題10 

 

〔課税売上割合の計算〕 

⑴ 課税売上高 

  9,450,000 円×
100

108
 ＋15,000,000 円＝23,750,000 円 

⑵ 非課税売上高 

  （300,000 円－280,000 円）＋12,000,000 円＋30,000,000 円×５％ 

  ＋150,000 円－（9,000,000 円－8,900,000 円）＝13,570,000 円 

⑶ 課税売上割合 

  
⑴

⑴＋⑵
 ＝

23,750,000円

37,320,000円
 ＝0.6363… ＜ 95％ 

  ∴按分計算が必要 

 

 

問題11 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 
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１０４ 

問題12 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

 

  

１０５ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課税売上割合 4,886,279円

5,726,279円
 

〔課税売上割合の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 
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１０４ 

問題12 

 

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課 税 標 準 額 円 〔課税標準額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

課 税 標 準 額

に 対 す る 消

費税額 

円 〔課税標準額に対する消費税額の計算〕 

  

   

   

   

   

   

 

  

１０５ 

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等 

区 分 金 額 計 算 過 程 

課税売上割合 4,886,279円

5,726,279円
 

〔課税売上割合の計算〕 

  

   

   

   

   

   

   

   

控 除 対 象 仕

入税額 

円 〔控除対象仕入税額の計算〕 
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１０６ 

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

Chapter31 信託 
 

問 題 １ 

 

 正誤 訂  正 

⑴   

⑵   

⑶   

⑷   

⑸   

１０７ 

Chapter32 届出等 
 

問 題 １ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

 

 

問 題 ２ 

 

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻ ⑼ 
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１０６ 

Ⅲ 差引税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

差 引 税 額 円 〔差引税額の計算〕 

   

   

Ⅳ 納付税額の計算 

区 分 金 額 計 算 過 程 

納 付 税 額 円 〔納付税額の計算〕 

 
  

 

 

Chapter31 信託 
 

問 題 １ 

 

 正誤 訂  正 

⑴   

⑵   

⑶   

⑷   

⑸   

１０７ 

Chapter32 届出等 
 

問 題 １ 

 

① (  ) ② (  ) 

③ (  ) ④ (  ) 

 

 

問 題 ２ 

 

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻ ⑼ 
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１０８ 

 

問 題 ３ 

 

１ 

⒈ 提出すべき消費税の届出書 

 

⒉ 提出期限 

 

⒊ 理 由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１０９ 

２ 

⒈ 提出すべき消費税の届出書 

 

⒉ 提出期限 

 

⒊ 理 由 
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１０８ 

 

問 題 ３ 

 

１ 

⒈ 提出すべき消費税の届出書 

 

⒉ 提出期限 

 

⒊ 理 由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１０９ 

２ 

⒈ 提出すべき消費税の届出書 

 

⒉ 提出期限 

 

⒊ 理 由 
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